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「寺尾七尊観世音裸押合祭」
～南魚沼市のもう一つの裸押合祭～



シリーズで南魚沼市立の学校を紹介します

 南魚沼市立中之島小学校
シリーズ

23
〒949－6421 南魚沼市中子新田甲265番地1　☎782－0102／FAX 782－9850

◆ 全校児童数　190人　　◆ 職員数　25人　　（平成28年1月1日現在）

教育目標 すなおで　かしこく　たくましく

学力の向上

　本校は、昭和53年に舞子小学校と大木六小学校が統合して開校しました。学校・家庭・地域が一体と
なり、笑顔とあいさつがあふれる学校と地域をめざし、さまざまな活動に取り組んでいます。ふるさと南
魚沼の自然や文化、産業から学ぶ活動に力を注ぎ、地域と学校を愛する気持ちの育成に取り組んでいます。

「楽しい授業」「分かる授業」をめ
ざし、学習への意欲を高めています。

米作りや森林学習、秋葉山探索な
ど、地域について学習しています。

気力・体力の向上思いやりの心の育成

児童会を中心に、毎朝、校門での
あいさつ運動に取り組んでいます。

学年に関係なく、縦割り班で仲よ
く活動しています。

水泳・陸上・スキーの課外活動で
体力づくりに励んでいます。

食堂で、全校そろっておいしい自
校給食を食べています。

多様な感性を育む取組み 子どもを真ん中に！「地域力」を生かした学校づくり

中之島小学校スローガン　あいさつ交わし　笑顔あふれる　中之島

パラリンピックメダリスト講演会

森の学校 川の生きもの調べ高学年ふれあい体験

読書ボランティアによる
読み聞かせ

チェアスキーに
出場した高村さ
んと鈴木さんか
ら、あきらめず
にがんばること
の大切さを学び
ました。

森を育む水
が、おいしい
米作りに生か
されているこ
とを知りまし
た。

物語の世界に入
ることができる
読み聞かせが大
好きです。

身近な川に絶滅
危惧種の魚や虫
がいてびっくり
しました。

しめ飾りの
作り方を教
わ り ま し
た。うまく
作れてうれ
しかったで
す。
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国際大学留学生
　お国自慢コーナー ~ boast of my country ~

シリーズ

第34回
ボツワナ共和国 　デニス トラング さん

私の国はこんなところ
　ボツワナは世界最大のダイアモンドの産出国です。また、世界自然遺産と
なっている世界最大の内陸デルタ（三角州）のオカバンコ湿地帯や、世界で
2番目に大きい野生動物保護区である中央カラハリ動物保護区があります。
　食べ物は牛肉が有名です。私の好きなボツワナ料理は、特別なお祝いのと
きに男性たちによって調理される赤身の牛肉、発酵したミルクと黄色いメロ
ンジュース（レロツェ）で作ったコーンミールのおかゆ、パニと呼ばれてい
る芋虫です。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼は雪が多く降ることが広く知られ、雪まつりやスキーリゾート地と
して多くの人から愛されています。
　私はマラソンランナーです。南魚沼の新鮮な風、美しい景色、クロスカン
トリーランニングに夢中になれるこのすばらしい環境は、他の地域では簡単
に見つけることができません。
　そして、おいしいコシヒカリの産地として有名で、地元の人たちの温かい
おもてなしは最高です。

ボツワナ共和国

［公用語］英語、ツワナ語 
［首　都］ハボローネ
［面　積］�60万370㎢（44位） 
［人　口］�2,030,000人（144位）
［GDP（PPP）］‌�317億ドル（113位） 
［通　貨］プラ（BWP）
※�GDPは国内総生産のことで、購買力平

価説（PPP）により算出した数値です

市
長
の
一言

�
日
記

投
票
に
行
く
の
か
と
い
う
疑
念
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
今
の
大

人
た
ち
、
特
に
立
候
補
者
や
政
党
関
係
者

の
勝
手
な
憶
測
で
あ
り
、
政
治
に
対
し
て

無
関
心
な
人
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
実

は
立
候
補
者
や
政
党
側
に
そ
の
責
任
の
大

半
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
取

り
上
げ
ま
せ
ん
が
、
私
も
そ
の
当
事
者
と

し
て
反
省
を
含
め
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
み
な
さ
ま
は
、
自
分
た
ち

の
思
い
や
声
を
政
治
に
反
映
さ
せ
た
い
、

政
治
に
参
画
し
た
い
と
強
く
願
っ
て
い
ま

す
。「
公
民
で
勉
強
し
て
い
る
選
挙
権 

三

年
後
に
は
人
ご
と
じ
ゃ
な
い
」。（
東
洋
大

学 

第
２９
回
「
現
代
学
生
百
人
一
首
」 

墨

田
区
立
両
国
中
学
校
３
年
生
の
入
選
作

品
）

　

若
い
人
の
中
に
は
、
こ
ん
な
に
政
治
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
中
学
３
年
生
も
い
ま

す
。
正
に
「
後
生
畏
る
べ
し
」
で
す
。
時

代
は
い
つ
も
若
い
人
た
ち
の
情
熱
と
行
動

に
よ
っ
て
動
き
、
改
革
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

若
者
の
可
能
性
と
奮
起
に
大
い
に
期
待
し

な
が
ら
、
本
年
最
初
の
一
言
日
記
と
い
た

し
ま
す
。

追
記　

降
雪
量
の
少
な
さ
か
ら
諸
々
の

心
配
ご
と
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
苦
悶
の
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
例
年
並
み
の
降
雪

と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

「
後
生
畏お

そ

る
べ
し
」

　
　
　

 （
若
者
を
畏い

敬け
い

せ
よ
）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
２８
年
最
初
の
一
言
日
記
を
み
な
さ
ま

に
お
届
け
す
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
ま

し
て
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
年
が
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
い
た
し

ま
す
。
一
言
日
記
も
引
き
続
き
、
ご
愛
読

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、

１８
歳
以
上
の
国
民
に
選
挙
権
が
付
与
さ
れ
、

本
年
７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
実
施

さ
れ
る
こ
と
は
、
み
な
さ
ま
が
ご
存
知
の

と
お
り
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
た
に
約

２
４
０
万
人
の
有
権
者
が
増
え
、
若
い
み

な
さ
ま
を
中
心
に
、
よ
り
一
層
民
意
が
政

治
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
喜
ば
し

い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

反
面
、
過
去
の
投
票
率
な
ど
を
見
ま
す

と
、
投
票
率
の
低
下
、
特
に
３０
％
前
後
と

な
っ
て
い
る
若
年
層
の
低
投
票
率
化
が
顕

著
で
あ
り
、
果
た
し
て
１８
歳
か
ら
２０
歳
に

な
る
ま
で
の
若
者
が
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
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国
は
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
と
も
に
、
三
大
都
市
圏
の
人

口
集
中
を
是
正
し
、
各
地
で
住
み

よ
い
環
境
を
確
保
し
、
将
来
に
わ

た
り
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る

た
め
に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
」
を
平
成
２６
年
１１
月
に

制
定
し
ま
し
た
。
国
は
同
法
に
基

づ
き
、
平
成
２７
年
度
を
初
年
度
と

す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
以
前
か
ら
人
口
減
少

問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
し
、
人
口
減
少
の
分
析
や
対
策

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
な
る

効
果
的
・
実
践
的
な
事
業
推
進
の

た
め
に
、
人
口
の
現
状
と
将
来
展

望
を
示
し
た
「
南
魚
沼
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
、
今
後
５
か
年
の
施

策
の
目
標
や
基
本
的
方
向
、
具
体

的
な
施
策
を
ま
と
め
た
「
南
魚
沼

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

※�

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
詳
細
を
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
し
て
い
ま
す

南
魚
沼
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要

人
口
の
推
移

　

国
勢
調
査
に
よ
る
市
の
人
口
は
、

１
９
５
５
年
に
約
７
２
，０
０
０

人
で
し
た
が
、
１
９
７
０
年
に
約

６
２
，０
０
０
人
に
減
少
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
１
９
９
５
年
に
は

約
６
６
，０
０
０
人
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。
１
９
９
５
年
年
以
降
は

減
少
傾
向
が
続
き
、
２
０
１
０
年

に
は
１
９
７
０
年
の
水
準
ま
で
減

少
し
ま
し
た
。
１
９
９
５
年
か
ら

２
０
１
０
年
ま
で
の
１５
年
間
で
、

約
４
，５
０
０
人
（
６
．８
％
）
減

少
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

合
計
特
殊
出
生
率
の
推
移

　

合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の
女

性
が
一
生
の
間
に
生
む
子
ど
も
の

平
均
人
数
）
は
、
１
９
９
６
年
に

１
．９８
人
と
な
り
、
以
来
２
０
０

５
年
の
１
．３７
人
ま
で
年
々
低
下

し
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
以
降
は

上
昇
し
、
２
０
１
０
年
に
は
１
．

６２
人
ま
で
回
復
し
ま
し
た
が
、
翌

年
以
降
再
び
低
下
し
、
２
０
１
３

年
は
１
．４６
人
と
な
り
ま
し
た
。

自
然
増
減
（
出
生
数
と
死
亡
数
の

差
）
の
推
移

　

２
０
０
０
年
ま
で
は
出
生
数
が

死
亡
数
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

翌
年
か
ら
逆
転
し
、
以
来
死
亡
数

が
出
生
数
を
上
回
り
、
そ
の
差
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
ま

で
自
然
減
が
続
き
、
２
０
１
３
年

以
降
は
、
差
が
３
０
０
人
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
増
減
（
転
出
数
と
転
入
数
の

差
）
の
推
移

　

２
０
０
５
年
ま
で
市
外
か
ら
の

転
入
数
が
２
，０
０
０
人
を
上

回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
１

年
以
降
は
１
，５
０
０
人
程
度
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

　

市
外
へ
の
転
出
数
は
、
２
０
０

７
年
ま
で
２
，０
０
０
人
を
上
回

り
、
２
０
１
１
年
以
降
は
１
，８

０
０
～
１
，９
０
０
人
程
度
で
推

移
し
、
社
会
減
が
続
い
て
い
ま
す
。

年
齢
３
区
分
人
口
の
推
移

　

年
少
人
口
（
１５
歳
未
満
）
は
緩

や
か
な
減
少
を
続
け
、
２
０
０
５

年
以
降
は
１
0
，0
0
0
人
未
満

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
年
齢
人
口
（
１５
歳
以
上
６５

歳
未
満
）
は
、
２
０
０
０
年
ま
で

は
約
４
０
，０
０
０
人
を
維
持
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
減
少
傾

向
が
顕
著
で
す
。

　

老
年
人
口
（
６５
歳
以
上
）
は
、

１
９
９
５
年
に
年
少
人
口
を
上
回

り
、
そ
の
後
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

人
口
の
将
来
推
計

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
（
以
下 

社
人
研
）
の
推
計

で
は
、
南
魚
沼
市
の
人
口
は
２
０

１
５
年
に
６
０
，０
０
０
人
を
下

回
り
、
２
０
４
０
年
に
は
５
０
，

０
０
０
人
を
下
回
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
行
す

る
と
、
市
の
経
済
力
が
低
下
し
、

地
域
社
会
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

基
盤
や
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
困
難

と
な
り
ま
す
。
人
口
構
成
な
ど
の

社
会
構
造
の
変
化
は
、
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い

速
さ
で
進
行
し
て
い
ま

す
。

　

将
来
に
わ
た
り
活
力

に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
の
維

持
に
は
、
人
口
の
自
然

増
の
た
め
の
「
出
生
数

と
健
康
長
寿
が
確
保
で

き
る
地
域
づ
く
り
」
の

推
進
と
、
若
年
層
を
中

心
と
し
た
「
転
入
を
拡

大
し
、
転
出
を
抑
制
で

き
る
地
域
づ
く
り
」
の

取
組
み
が
必
要
で
す
。

　

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
こ
の
よ
う
な
取
組

み
を
効
果
的
に
実
施
す

る
こ
と
で
、
め
ざ
す
べ

き
将
来
の
人
口
規
模
を

示
し
て
い
ま
す
。

40,000人

60,000人

80,000人
国勢調査値

2
0
4
0
年

2
0
3
5
年

2
0
3
0
年

2
0
2
5
年

2
0
2
0
年

2
0
1
5
年

2
0
1
0
年

2
0
0
5
年

2
0
0
0
年

1
9
9
5
年

1
9
9
0
年

1
9
8
5
年

1
9
8
0
年

1
9
7
5
年

1
9
7
0
年

1
9
6
5
年

1
9
6
0
年

推計値

48,021
50,635

53,027
55,335

57,550
59,686

61,624
63,329

65,49266,11865,56664,472
62,83063,35261,995

65,062
68,650

「
南
魚
沼
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

「
南
魚
沼
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と�

�

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

�
【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課　
☎
7
7
3

－

6
6
7
2

人口推移と推計人口
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30,000人

40,000人

50,000人

60,000人

70,000人

2
0
6
0
年

2
0
5
5
年

2
0
5
0
年

2
0
4
5
年

2
0
4
0
年

2
0
3
5
年

2
0
3
0
年

2
0
2
5
年

2
0
2
0
年

2
0
1
5
年

2
0
1
0
年

目標人口
推計人口（社人研）

目標増加人口 ＋6,000人 37,090

39,658
42,335

45,159

48,021

50,635
53,027

55,335

57,550
59,686

61,624

42,827
44,406

46,169
48,211

50,512
52,613

54,468
56,239

57,925
59,553

61,624

人
口
の
将
来
推
計
と
目
標
規
模

　

社
人
研
の
人
口
推
計
で
は
２
０

６
０
年
の
南
魚
沼
市
の
人
口
は
約

３
７
，０
０
０
人
に
な
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
と
、
移
住
・
定
住
政

策
を
進
め
る
こ
と
で
、
推
計
人
口

よ
り
も
６
，０
０
０
人
多
い
４
３
，

０
０
０
人
の
人
口
を
維
持
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
ま
す
。
年
齢
３
区

分
の
人
口
構
成
バ
ラ
ン
ス
も
確
保

し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。

南
魚
沼
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
概
要

　

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
構
成
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。
計
画
期
間
は
国
の
総
合

戦
略
と
整
合
を
図
り
、
平
成
２７
～

３１
年
度
の
５
年
間
で
す
。

　

市
が
め
ざ
す
将
来
像
「
自
然
・

人
・
産
業
の
和
で
築
く　

安
心
の

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
」
に

取
り
組
む
た
め
に
、
４
つ
の
政
策

分
野
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
２０
の

基
本
的
施
策
を
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
施
策
を
横

断
的
に
、
相
互
に
つ
な
げ
る
こ
と

で
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
目
標
人
口
の
達

成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
総
合
戦
略
の
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
の
み
な
ら

ず
、
市
民
を
は
じ
め
産
業
界
、
教

育
機
関
、
金
融
機
関
、
医
療
機
関
、

労
働
団
体
な
ど
が
互
い
に
連
携
し
、

創
意
工
夫
と
英
知
を
結
集
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

産業振興、雇用創出

力強く魅力的な産業を育て
雇用を創出する

商工業の振興と起業・創業の支援
政策分野１

移住・定住促進、
交流人口拡大、地域連携推進

地域資源を活用し、
新しいひとの流れをつくる

政策分野２

妊娠・出産・子育て支援、
出会い・結婚支援

若い世代が暮らしやすく、
子どもを育てやすい
環境づくりをすすめる

政策分野３

広域連携、都市経営、
協働のまちづくり

協働と連携による
効率的な都市経営をすすめる

政策分野４

１-１

若者・女性への就職支援１-５

南魚沼産コシヒカリを核とした農業の振興１-２

地域森林資源の利用促進による林業の振興１-３

「選ばれる」ための総合的な移住・定住の促進２-１

地域間・都市間交流の推進２-２

地域資源を活用した質の高い観光交流の推進２-３

メディカルタウン構想、CCRC 構想に基づく
産業振興

１-４

生涯学習・文化活動の充実による
「学びの循環社会」の創造

２-４

妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援の充実３-１

生涯にわたる健康・医療・福祉の充実３-５

「南魚沼らしい」教育環境の充実３-２

３-３

計画的な土地利用の推進４-１

持続可能な循環型社会の推進４-２

広域連携の推進４-３

効率的な都市経営の推進４-４

協働のまちづくりの推進４-５

結婚の希望をかなえる支援

３-４ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

自
然
・
人
・
産
業
の
和
で
築
く

　安
心
の
ま
ち

暮らしを支える社会基盤整備２-５

推計人口と目標人口

年次 推計人口 目標人口
2060年 約37,000人 43,000人（+6,000人）
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平
成
２８
年
度 

成
人
式
の
案
内

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
総
務
課
（
成
人
式
担
当
）　

　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
０

メ
ー
ル
：syomu@city.�minamiuonuma.lg.jp

対�

象　
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
て
、
南
魚
沼
市
内

の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
中
学
校
在

学
時
に
市
内
に
住
ん
で
い
た
人
、
平
成

２８
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が

あ
る
人

※�

対
象
者
へ
３
月
初
旬
に
案
内
を
送
付
し

ま
す

日
時　
５
月
３
日（
火
・
祝
）　

　

午
後
１
時
～
３
時

受
付　
正
午
～
午
後
０
時
５０
分　

会
場　
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

成
人
式
を
一
緒
に
運
営
し
ま
せ
ん
か
！

　

成
人
式
の
司
会
進
行
や
受
付
な
ど
、
式

の
運
営
を
一
緒
に
し
て
い
た
だ
け
る
新
成

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
２０
歳
の
記
念
に
、

思
い
出
に
残
る
成
人
式
に
し
ま
せ
ん
か
？

　

お
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
電
話
か
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

※�

詳
細
を
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

　
（
南
魚
沼
市
成
人
式
で
検
索
）

締
切
り　
３
月
４
日
㈮

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト︵
意
見
募
集
）

南
魚
沼
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
見
直
し
素
案

【
問
合
せ
・
意
見
】

　
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
２

　

市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

平
成
１８
年
に
策
定
以
来
、
１０
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
少
子
高
齢

化
や
社
会
情
勢
の
変
化
か
ら
、
都
市
計
画

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
市
で
は
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
進

め
て
い
ま
す
。

意
見
を
公
募
す
る
目
的

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

を
進
め
て
い
く
中
で
、
み
な
さ
ん
の
意

見
・
提
案
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め

※�

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
市
の
考

え
方
と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、

個
々
の
意
見
に
直
接
回
答
は
し
ま
せ
ん

閲�

覧
・
意
見
募
集
期
間

　

２
月
５
日
㈮
～
１９
日
㈮

閲
覧
窓
口　

・
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

　

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

・�

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
検
索
）

意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、「
南
魚
沼
市

都
市
計
画
の
見
直
し
素
案
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
」
と
記
入
し
て
、
次
の
方
法
で
提

出
く
だ
さ
い
。（
記
入
用
紙
が
必
要
な
人

は
、
申
し
出
く
だ
さ
い
）

①�

窓
口
に
持
参
：
閲
覧
窓
口
で
受
け
付
け

②�

郵
送
：
〒
９
４
９

－

６
６
９
６

　

�

南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０
番
地
１

　

南
魚
沼
市
役
所 

都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　

都
市
計
画
係 

宛

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
２

－

８
６
５
９

　
（「
都
市
計
画
課 

宛
」
と
明
記
く
だ
さ

い
）

④�

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：
入
力
フ
ォ
ー
ム
に

入
力
し
、
送
信

※�

電
話
・
口
頭
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
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　2月1日㈪から、コンビニエンスストアで証明書の交付サービスを開始します。このサービスの利用に
は、マイナンバーの「個人番号カード」が必要です。
　「個人番号カード」は、ICチップ搭載の写真付きカードです。身分証明書類として利用できるほか、今
後さまざまな新しいサービスが開始される予定です。この機会に個人番号カードを申請し、証明書の「コ
ンビニ交付」などを利用ください。（個人番号カードの申請は、初回に限り交付手数料が無料）
コンビニで交付できる証明書（手数料：各250円）
・住民票（世帯の一部・全員のどちらも可。個人番号・住民票コード入りの住民票は交付不可）
・印鑑登録証明書
・所得証明書（児童手当用・児童扶養手当用も交付可）
・所得・課税（非課税）証明書
※�戸籍の謄本・抄本、附票は交付できません。15歳未満の人・成年被後見人は利用できません
コンビニ交付利用可能時間
　年末年始：12月29日～ 1月3日を除く、毎日6：30 ～ 23：00
利用できるコンビニエンスストア（全国の店舗で利用可能）
　セブンイレブン、ローソン、ファミリーマート、サークルKサンクス、セーブオンなど

自動交付機を6月末で廃止します
　証明書のコンビニ交付開始に伴い、各庁舎に配置の自動交付機は6月末で廃止予定です。自動交付
機の代替として、2月1日㈪から市役所3庁舎にコンビニの交付機と同じ機械を設置します。（利用時
間は、市役所の開庁日・時間に限ります）

証明書の「コンビニ交付」を開始
� 【問合せ】市民課 市民係　☎773－6661　　税務課 市民税係　☎773－6668

　平成28年1月以降、社会保障、税などの行政手続の一部でマイナンバーの提示と本人確認が必要となり
ました。該当する主な手続きは下表のとおりです。手続きの際に、個人番号が確認できるもの（通知カー
ド、個人番号カードなど）と本人確認できるもの（運転免許証や個人番号カードなどの写真付公的身分証
明）の提示が必要な場合があります。
マイナンバーの提示が必要な主な手続き� ※手続きの詳細は、担当課に問い合わせください

マイナンバーの詳しい情報は、内閣官房ウェブサイトをご覧ください。コールセンターも開設しています
　マイナンバー制度の最新情報を、内閣官房ウェブサイトで掲載しています。（マイナンバー制度で検索）
　マイナンバーの不明な点や、詳しい情報を知りたい人は、気軽にマイナンバーコールセンターに問い合
わせください。
マイナンバーコールセンター
☎0120－95－0178（外国語対応は0120－0178－26）※ともにフリーダイヤル、料金無料　
対応時間　月～金曜日 9：30 ～ 22：00、土日・祝日 9：30 ～ 17：30（年末年始：12月29日～ 1月3日を除く）

マイナンバー（社会保障・税番号）の利用が始まります
� 【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

担当課 電話番号 主な手続き
市　民　課 773－6661 転出入・転居の届出、国民健康保険・後期高齢者医療制度関係手続きなど
税　務　課 773－6668 住民税申告（Ｈ29 ～）、固定資産税（償却資産）申告、減免申請など
福　祉　課 773－6667 生活保護申請、特別弔慰金請求、各種手帳・手当・給付の申請、自立支援医療手続きなど

子育て支援課 773－6822 保育園入園手続き、児童手当・児童扶養手当・特別児童扶養手当手続きなど
介護保険課 773－6675 介護保険手続きなど
保　健　課 773－6811 妊娠届（母子手帳交付）など

市報 みなみ魚沼　平成28年2月1日発行7



２
０
１
６
年
第
６
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
冬
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ゲ
ー
ム
・
新
潟
が
め
ざ
す
も
の

　

今
回
大
会
は
「
さ
さ
え
あ
う
笑
顔　

ひ

ろ
が
る
勇
気　

感
動
を
新
潟
か
ら
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
と

な
い
人
が
、
と
も
に
楽
し
み
・
作
り
上
げ

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
全
力
で
競

技
に
臨
む
選
手
を
応
援
い
た
だ
く
こ
と
で
、

知
的
障
が
い
が
個
性
の
一
つ
で
あ
る
と
理

解
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
そ
の
個

性
を
尊
重
す
る
こ
と
で
南
魚
沼
市
が
共
生

社
会
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
に
お
け

る
表
彰

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、

可
能
な
限
り
同
程
度
の
競
技
能
力
の
選
手

が
競
い
合
え
る
よ
う
に
、
性
別
、
年
齢
、

競
技
能
力
な
ど
か
ら
予
選
後
に
組
分
け
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
誰
も
が
優
勝

で
き
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
、
自
分
の
能

力
を
十
分
に
発
揮
し
、
一
番
輝
く
機
会
を

得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ス
ペ
シ
ャ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
全
員
が
決
勝

に
進
出
し
、
全
力
を
尽
く
し
た
全
員
が
表

彰
さ
れ
ま
す
。

２
０
１
６
年
第
６
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
冬
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ゲ
ー
ム
・
新
潟 

南
魚
沼
会
場
（
五
日

町
ス
キ
ー
場
）
大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

２
月
１３
日
㈯
（
予
選
）

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
④

�

（
最
終
回
）

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課　

�
☎
７
７
３

－

６
６
３
０

４
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

２
月
１４
日
㈰
（
決
勝
）

専
用
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

　

２
月
１３
日
㈯
・
１４
日
㈰
に
、
専
用
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
（
無
料
）
を
運
行
し
ま
す
。
会

場
周
辺
は
、
一
般
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

観
戦
に
は
専
用
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
く

だ
さ
い
。

　

市
役
所
本
庁
舎

浦
佐
駅
東
口

五
日
町
パ
ー
キ
ン
グ

⬇　
　
⬆

⬇　
　
⬆

　

始
発
は
市
役
所 

本
庁
舎
を
午
前
７
時

５０
分
発
。
以
降
１０
時
３０
分
ま
で
２０
分
間
隔

で
運
行
。
午
前
１１
時
～
午
後
３
時
は
、
１

時
間
間
隔
で
運
行

※�

当
日
、
詳
細
の
時
刻
表
を
各
停
留
所
に

掲
示
し
ま
す

17
五日町小学校

雪国
スポーツ館

五日町パーキング

五日町スキー場
アルペンスキー
スノーボード会場

クロスカントリー
スキー会場大会関係者

専用駐車場

スノーシューイング会場

シャトルバス乗降所

車両通行止め
2/13㈯～14㈰
9：00～16：00

一方通行

セブンイレブン

予　選

時間 アルペン
スキー

スノー
ボード

クロス
カントリー
スキー

スノー
シュー
イング

9：30
11：10
12：00
14：50
15：50

決　勝

時間 アルペン
スキー

スノー
ボード

クロス
カントリー
スキー

スノー
シュー
イング

9：00
9：30
11：30 表彰
14：10 表彰 表彰
14：30 表彰

市報 みなみ魚沼　平成28年2月1日発行 8
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⬅湯沢
塩　沢　駅

Aコープ

セブンイレブン

塩沢公民館

鈴木牧之記念館

塩沢小学校 第四銀行

市役所塩沢庁舎

P

P
牧之通り

（塩沢小学校入口）

塩沢信組
本店

六日町➡

〒

（塩沢駅前） （島新田入口）

勤労者体育センター

⬅湯沢 六日町➡

まつり主会場
ふれあい広場

イベント日程
水 行 会 場　11：00　清水「火生の滝」（国道291号を行き止まりまで行き、左に徒歩3分）
地歌舞伎公演　14：30　�塩沢勤労者体育センター 

演目：雪中の幽霊、白浪五人男
書 道 展　2月20日㈯～ 3月6日㈰　塩沢公民館で開催

ふれあい広場（主会場）周辺
　餅つき、甘酒サービス、地酒・飲食コーナー、露店多数
◇12：30　お琴演奏〔塩沢信用組合本店〕
◇14：00　織物展示会、小物抽選会〔鈴木牧之記念館〕
　※入場無料　9：00 ～ 20：00
◇15：00　子ども福餅まき
◇17：30　百八灯大護摩
◇18：00　餅つき
◇18：45　雪のステージイベント
◇20：00　子ども福餅まき
◇20：15　一般福餅まき
◇20：30　終了予定
※天候などで内容、時間を変更する場合があります
同時開催!
ひな雪見かざり 　2月20日㈯～ 4月3日㈰

　三国街道塩沢宿（牧之通り周辺）の約60軒で公開
俳句会 　2月21日㈰　9：00 ～〔はなや〕　
主催　しおざわ雪譜まつり実行委員会

（塩沢商工会、南魚沼市、塩沢区、しおざわ農業協同組合、
　南魚沼市観光協会、塩沢織物工業協同組合）

・葉月みなみ
・ワンフリーナイン
・ダンスパフォーマンス

雪のステージイベント

� 　　　　　　　　　【問合せ】塩沢商工会　☎782－1206　ウェブサイト http://shiozawasho.jp/

第32回 しおざわ雪譜まつり� 2月20日㈯
～「北越雪譜」の著者「鈴木牧之」を顕彰し、雪国文化を継承する祭りです～

百八灯大護摩

地歌舞伎

子ども福餅まき

市報 みなみ魚沼　平成28年2月1日発行9



◆
大
和
地
域
◆

市
営
桜
沢
団
地

募�

集
戸
数　
１
戸
（
２
０
１
号
・
２
階
・

３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　
浦
佐
９６

－

１

構
造　
鉄
筋
３
階
建

家
賃　
１
７
，１
０
０
円
～

�

３
３
，７
０
０
円

駐
車
料　
２
，４
０
０
円
／
１
台

市
営
一
村
尾
団
地

募�

集
戸
数　

１
戸
（
２

－

３
号
・
３
Ｄ

Ｋ
）

住
所　
一
村
尾
３
３
９
３

構
造　
木
造
高
床
式
２
階
建

家
賃　
１
５
，６
０
０
円
～

�

３
０
，７
０
０
円

車�

庫　

１
台
（
無
料
、
高
さ
１
．６
メ
ー

ト
ル
）

◆
六
日
町
地
域
◆ 

市
営
五
日
町
住
宅

募
集
戸
数　
１
戸
（
３
号
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　
五
日
町
２
３
０
３

－

１

構
造　
木
造
高
床
式
２
階
建

家
賃　
１
６
，４
０
０
円
～

�

３
２
，１
０
０
円

車�

庫　

１
台
（
無
料
、
高
さ
１
．６
メ
ー

ト
ル
）

県
営
学
校
町
住
宅

募�

集
戸
数　
１
戸
（
１
２
２
号
・
２
階
・

３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　
余
川
１
３
９
０

－

１

構
造　
鉄
筋
３
階
建

家
賃　
２
３
，３
０
０
円
～

�

４
５
，９
０
０
円

駐�

車
料　
２
，９
０
０
円
（
１
台
の
み
可
）

市
営
津
久
野
住
宅

募�

集
戸
数　
１
戸
（
１２
号
・
３
階
・
３
Ｄ

Ｋ
）

住
所　
津
久
野
８
８
１

－

４

構
造　
鉄
筋
３
階
建

家
賃　
１
５
，６
０
０
円
～

�

３
０
，６
０
０
円

駐
車
料　
１
，９
０
０
円
／
１
台

市
営
余
川
住
宅
２
号
棟

募�

集
戸
数　
１
戸
（
２
２
３
号
・
２
階
・

３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　
余
川
１
５
５
１

－

１

構
造　
鉄
筋
４
階
建

家
賃　
１
６
，８
０
０
円
～

�

３
３
，０
０
０
円

駐
車
料　
２
，５
０
０
円
／
１
台

県
営
余
川
住
宅
３
号
棟

募�

集
戸
数　
１
戸
（
３
４
４
号
・
４
階
・

３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　
余
川
１
５
４
８

構
造　
鉄
筋
４
階
建

家
賃　
１
６
，６
０
０
円
～

�

３
２
，７
０
０
円

駐
車
料　
２
，５
０
０
円
／
１
台

市
営
西
泉
田
住
宅
１
号
棟

募�

集
戸
数　
２
戸
（
２
０
１
号
・
２
階
・

３
Ｄ
Ｋ
、
４
０
２
号
・
４
階
・
３
Ｄ

Ｋ
）

住
所　
西
泉
田
１
９
８

構
造　
鉄
筋
５
階
建

家
賃　
１
４
，０
０
０
円
～

�

２
７
，５
０
０
円

駐
車
料　
２
，４
０
０
円
（
１
台
の
み
可
）

※
単
身
入
居
可

県
営
上
町
住
宅
梅
棟

募�

集
戸
数　
１
戸
（
３
２
１
号
・
２
階
・

３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　
六
日
町
１
１
８
３

構
造　
鉄
筋
４
階
建

家
賃　
１
９
，３
０
０
円
～

�

３
８
，０
０
０
円

駐
車
料　
２
，８
０
０
円
／
１
台

◆
塩
沢
地
域
◆ 　

市
営
北
原
団
地

募
集
戸
数　
１
戸
（
４２
号
・
３
Ｄ
Ｋ
）

住
所　
塩
沢
８
５
３

－

３

構
造　
木
造
高
床
式
２
階
建

家
賃　
１
８
，２
０
０
円
～

�

３
５
，７
０
０
円

車�
庫　

１
台
（
無
料
、
高
さ
１
．６
メ
ー

ト
ル
）

市
営
泉
盛
寺
団
地

募�

集
戸
数　

２
戸
（
１
０
３
号
、
・
１

階
・
３
Ｄ
Ｋ
、
５
０
１
号
・
５
階
・
３

Ｄ
Ｋ
）

住
所　
泉
盛
寺
６
７
１

－

２

構
造　
鉄
筋
５
階
建

家
賃　
１
２
，６
０
０
円
～

�

２
４
，８
０
０
円

駐
車
場　
無
料
（
１
台
の
み
可
）

※
単
身
入
居
可

◆
共
通
事
項
◆

募
集
期
間　
２
月
１
日
㈪
～
１５
日
㈪

入
居
者
資
格

・
住
宅
事
情
に
困
っ
て
い
る

・�

同
居
す
る
親
族
が
い
る
（
６０
歳
以
上
と

障
が
い
者
は
、
条
件
に
よ
り
一
部
の
住

宅
へ
単
身
入
居
可
）

・
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

・
暴
力
団
員
で
は
な
い

家
賃
算
定　
収
入
に
応
じ
て
決
定

敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

※�

駐
車
場
は
、
各
住
宅
の
区
画
数
で
一
世

帯
１
台
の
場
合
あ
り

入
居
可
能
時
期　
３
月
中
旬
以
降

申�

込
み　
都
市
計
画
課
、
大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー
で
入
居
資
格
を
確
認
し
、

申
込
書
を
配
布
。
提
出
は
必
要
書
類
を

添
付
し
、
都
市
計
画
課
ま
で

選�

考
方
法　
住
宅
委
員
会
の
意
見
を
聴
い

て
選
考
し
ま
す
。

公
営
住
宅 

入
居
者
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
都
市
計
画
課 

施
設
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
２
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最
近
テ
レ
ビ
な
ど
で
「
田
舎
暮

ら
し
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
せ

ん
か
？ 

地
方
へ
の
移
住
・
定
住

は
、
国
と
地
方
が
と
も
に
進
め
る

地
方
創
生
の
取
組
み
の
一
つ
で
す
。

南
魚
沼
市
の
移
住
・
定
住
政
策
の

取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ

な
ぜ
、
移
住
・
定
住
を
全
国

各
地
で
進
め
て
い
る
の
？

A

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
と
、
地
域
社
会
の
持
続
が

難
し
く
な
り
ま
す
。
高
齢
者
を

支
え
る
生
産
年
齢
人
口
が
減
り
、

ま
ち
の
機
能
低
下
が
予
測
さ
れ

ま
す
。

人
口
の
都
市
部
集
中
を
避
け
、

地
方
の
活
性
化
の
た
め
に
、
都

市
部
か
ら
地
方
へ
人
の
流
れ
を

つ
く
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
め
ざ
し
、
全
国
各
地
で
移

住
・
定
住
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ

移
住
・
定
住
政
策
を
進
め
れ

ば
、
人
口
減
少
問
題
は
解
決
す

る
の
？

A

高
齢
者
を
支
え
る
若
年
層
が

増
え
、
子
ど
も
が
多
く
生
ま
れ

な
け
れ
ば
根
本
的
な
解
決
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
人
口
減
少
問
題

解
決
に
は
、
人
口
の
自
然
増
加

と
社
会
増
加
の
た
め
の
政
策
を

同
時
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

・
自
然
増
加
→
出
生
率
の
向
上

・�

社
会
増
加
→
転
出
の
抑
制
・
転

入
の
増
加

Ｑ

市
で
は
、
ど
ん
な
移
住
・
定

住
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
？

A

平
成
２７
年
１０
月
に
、
将
来
に

わ
た
り
活
力
あ
る
社
会
を
維
持

す
る
た
め
に
、「
南
魚
沼
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
、
移
住
・
定

住
政
策
の
一
つ
と
し
て
「
南
魚

沼
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」
に
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ

「
南
魚
沼
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構

想
」
っ
て
何
？

A

自
立
し
て
生
活
で
き
、
趣
味

や
消
費
に
意
欲
的
な
高
齢
者

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
）
の
都

市
部
な
ど
か
ら
の
移
住
を
進
め

る
構
想
で
す
。
移
住
者
に
、
国

際
大
学
や
魚
沼
基
幹
病
院
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
教
育
や
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地
域
の

人
と
移
住
者
の
協
同
に
よ
っ
て

新
た
な
産
業
の
創
設
や
雇
用
が

生
み
だ
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

そ
の
実
現
に
向
け
、
市
と
株
式

会
社 

日
経
Ｂ
Ｐ
〔
東
京
都
港

区
〕
の
共
同
提
案
で
、「
南
魚

沼
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
研
究

会
」
を
組
織
し
、
具
体
的
に
創

出
・
派
生
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
機

会
の
共
同
企
画
と
、
そ
の
実
証

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

高
齢
者
が
移
住
し
、
高
齢
人

口
が
増
加
し
、
ま
ち
に
活
気
が

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
の
？

A

誰
も
が
生
涯
活
躍
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
人
生
経
験

豊
富
な
人
が
南
魚
沼
市
を
第
二

の
人
生
の
場
と
し
、「
学
び
」

「
楽
し
み
」「
働
き
」
続
け
る
こ

と
は
、
市
が
活
気
づ
く
こ
と
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ

ど
う
し
て
市
が
高
齢
者
の
受

け
皿
に
な
る
必
要
が
あ
る
の
？

若
者
の
移
住
・
定
住
を
進
め
れ

ば
よ
い
の
で
は
？

A

都
市
部
の
介
護
難
民
を
地
方

へ
移
住
さ
せ
る
と
い
う
考
え
で
、

そ
の
政
策
を
進
め
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
。

南
魚
沼
市
で
は
、
国
際
大
学
や

魚
沼
基
幹
病
院
と
い
っ
た
ほ
か

の
自
治
体
に
な
い
資
源
を
生
か

し
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
南
魚

沼
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み

の
ほ
か
に
、
生
産
年
齢
人
口
で

あ
る
若
者
の
移
住
や
、
企
業
誘

致
も
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ

移
住
者
用
に
市
で
新
た
に
介

護
施
設
を
建
設
す
る
の
？ 

A

「
南
魚
沼
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構

想
」
の
取
組
み
と
し
て
、
市
が

介
護
施
設
な
ど
を
新
設
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
費
用

は
移
住
す
る
前
に
住
ん
で
い
た

自
治
体
が
負
担
す
る
特
別
措
置

な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ

「
南
魚
沼
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構

想
」
の
取
組
み
で
、
市
民
に
利

点
は
あ
る
の
？

A

多
世
代
交
流
や
地
域
経
済
の

活
性
化
、
新
規
雇
用
の
創
出
か

ら
、
多
く
の
利
点
が
生
ま
れ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

Ｑ

ど
の
地
域
に
ど
れ
位
の
人
の

移
住
を
考
え
て
い
る
の
？ 

A

浦
佐
駅
周
辺
を
候
補
地
に
、

２
０
０
戸
／
４
０
０
人
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

市
で
は
「
南
魚
沼
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
構
想
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
に
ど
ん
な
取
組
み
を
進
め
て

き
た
の
？ 

A

市
民
を
含
め
た
「
推
進
協
議

会
」
を
設
立
し
、
検
討
を
続
け

て
い
ま
す
。
首
都
圏
向
け
に
移

住
セ
ミ
ナ
ー
や
テ
レ
ビ
報
道
な

ど
を
通
じ
た
情
報
発
信
を
し
て

い
ま
す
。

Ｑ

よ
く
耳
に
す
る
「
Ｕ
・
Ｉ
・

Ｊ
タ
ー
ン
」
っ
て
な
に
？

A

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
は
、
前

住
所
地
か
ら
移
住
地
ま
で
の
動

き
を
分
類
し
た
も
の
で
す
。

Ｕ�

タ
ー
ン　
市
内
で
生
ま
れ
育
っ

た
人
が
都
市
部
な
ど
に
進
学
し
、

就
職
や
子
育
て
を
機
に
市
内
へ

戻
っ
て
く
る
こ
と

Ｉ�

タ
ー
ン　
都
市
部
な
ど
で
生
活

し
て
い
た
人
が
南
魚
沼
市
な
ど

に
魅
力
を
感
じ
て
移
住
す
る
こ

と
Ｊ�

タ
ー
ン　
他
の
地
方
で
生
ま
れ

育
っ
た
人
が
都
市
部
な
ど
に
進

学
し
、
南
魚
沼
市
な
ど
に
魅
力

を
感
じ
て
移
住
す
る
こ
と

南
魚
沼
市
の
移
住
・
定
住
政
策

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
２

市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
29
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主役は
地域の

みなさん!

地
域
づ
く
り
協
議
会
の�

�
「
と
り
く
み
」「
で
き
ご
と
」
紹
介
【問合せ】
企画政策課
�☎773－6672

朝昼夕の除雪は冬の日課
� 平成22年度 長岡市の大雪（長岡市 50代 女性）　

　私は公道から少し入った一軒家に独り暮らしをしているので、雪の続く時期は毎日、日によっては
朝昼夕の1日3回、自分で私道の除雪作業をしています。1メートルくらい積もれば屋根の雪下ろし
が必要ですが、積雪1メートルというのは、2日で積もることもある量で、雪の多い年は雪下ろしだ
けでもかなりの仕事量になります。
　除雪や雪下ろしは、もはや冬の日課となっていますが、地面から2階の屋根までは5メートル以上
あり、ときどき屋根で滑って転んだりして、怖い思いをすることも
あります。除雪は意外に重労働なので比較的薄着で行いますが、そ
れでも結構汗をかきます。
　今はそれほど苦労なくやっている除雪作業ですが、最近思うのは

「除雪が自分でできなくなるときがいつかは来る、そのときどうす
るか」ということです。誰かに手伝ってもらうという方法もありま
すが、いずれにしても歳をとったときの対策が必要です。除雪が滞
れば孤立する可能性もあることを考え、転居も含めて思案中です。

【問合せ】総務課　防災庶務班
� ☎773－66601日前プロジェクト（災害に備えて）

「スペシャルオリンピックス　地元協力隊」でおもてなし
大巻地区地域づくり協議会　☎776－2032

　2月13日㈯・14日㈰に、五日町スキー場を中心に開催される「2016年第6回スペシャ
ルオリンピックス日本冬季ナショナルゲーム・
新潟」を盛り上げ、参加する全国からの選手・
役員・大会関係者を心温まるおもてなしで歓迎
したいと、大巻地区地域づくり協議会が事務局
となり、「大巻おもてなし隊」を組織し、何度
も打合せを重ねてきました。
　当日はとん汁・甘酒・餅つき大会など、多彩
なもてなしを予定しています。みなさんも応援
におこしください。

情報交換・交流・連携の輪　「12地区地域づくり協議会全体会を開催！」

　12月22日㈫、塩沢公民館を会場に12地区の会長・事務長が一同に会する全体会を開
催しました。
　地域コミュニティ活性化事業も8年目となり、地域の特色を生かした事業が展開され

ていますが、新たなきっかけづくり
となることを願い、「情報交換・意
見交換」を中心に進められました。
　4つのテーマ（①情報発信・PR
など、②組織・体制づくり、③交流
事業、④協議会のめざす姿）につい
て、それぞれの地域の実情と重ね合
わせながら、有意義な意見交換が行
われました。
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こんな会社です
　当社は、1950年11月に創業し、昨年で65周年を
迎えました。1962年に機械式のスクリーン印刷機
の開発に成功しました。以来、お客さんの要望に応
えながら開発を続け、常にスクリーン印刷機のトッ
プ企業として業界を先導しています。
　水と空気以外には何にでも印刷できるといわれる
スクリーン印刷は、無限の可能性を秘め、さまざま
な産業分野の発達に貢献しています。

スクリーン印刷とは
　スクリーン印刷とは、印刷に不要なか所を乳化剤で固めた網目状の版にインクをのせ、ヘラで押しつけ
ながら転写する印刷方法です。ガラスやプラスチック、金属、布な
ど、ほとんどの素材に印刷でき、曲面にも印刷できる特徴を持ちま
す。また、使用するインクの成分を比較的自由に設計できるため、
電子回路に使われる導電性のインクなど、さまざまな機能を持つ特
殊インクも使うことができます。

こんなところで使われています
　スクリーン印刷の技術は、その特徴から電子部品の製造などの分野では欠かせない技術となっています。
当社が開発するスクリーン印刷機は、有機ELパネル、タッチパネル、太陽電池、バイオセンサなど、最
先端の電子部品を製造する世界中の先進企業の設備装置として使われています。スクリーン印刷に興味を
持たれたら、当社ウェブサイトの技術情報をぜひご覧ください。

イチ押し社員を紹介　～行方健太さん（制御設計課）～
Ｑ 就職にあたり、この会社を選んだ理由は？
Ａ 昔からものづくりに興味があったことと、スクリーン印刷機の製造と

いう、その仕事内容が想像つかないところに興味をひかれたからです。
Ｑ この会社で働いてみてどうですか？
Ａ わきあいあいとした雰囲気のよい職場だと思います。

プログラム設計の仕事は、経験や知識が全くなかったので、わからない
ことも多く大変ですが、とてもやりがいを感じます。
Ｑ これから就職したいと思っている後輩へ一言
Ａ お客さんの要望に応えられるよう日々技術力の向上をめざしています。

親切に教えてくれる先輩がいるので、未経験者でもやる気さえあれば大
丈夫です。一緒に産業界の発達に貢献しませんか?

シリーズで南魚沼市の「がんばる企業」を紹介します�━━━━ 南魚沼市WEB企業ガイド 検 索

 ニューロング精密工業 株式会社�
［製造業］

〒949－7134　南魚沼市田崎510番地11
☎775－3611　FAX 775－3613
メール：toyo@newlong.co.jp
ウェブサイト：http://www.newlong.co.jp

シリーズ⑫

〈最近完成した新工場〉

〈イメージ図〉
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テ
ー
マ
展
示

お
い
し
い
お
菓
子 

い
ろ
い
ろ

　

甘
い
も
の
を
食
べ
る
と
、
ほ
っ

と
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
お
菓
子
に
関
す
る
歴
史
、

小
説
、
絵
本
や
レ
シ
ピ
本
を
展
示

し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
月
間

　

２
月
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
月

間
で
す
。
保
健
課
と
の
共
同
企
画

で
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善

の
た
め
の
本
の
展
示
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
健
康
相
談
・
血
圧
測
定
な
ど
を

次
の
日
時
で
開
催
し
ま
す
。
利
用

く
だ
さ
い
。

⃝
日
時　
２
月
２５
日
㈭　

　

午
後
２
時
～
３
時

⃝�

会
場　

図
書
館 

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
室

芥
川
賞
・
直
木
賞

　

１
月
に
発
表
さ
れ
た
各
賞
の
受

賞
作
品
や
こ
れ
ま
で
の
受
賞
作
品
、

受
賞
者
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め

２
０
１
６

　

成
人
・
卒
業
な
ど
、
こ
れ
か
ら

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
あ
な
た

に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
２６
冊
を

紹
介
し
ま
す
。［（
公
社
）
読
書
推

進
運
動
協
議
会
の
選
定
］

　

こ
の
ほ
か
に
、
真
田
幸
村
や
冬

を
楽
し
む
た
め
の
本
、
１２
日
㈮
～

１４
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
ス
ペ
シ
ャ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
に
関
係
す
る

本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

２
月
の
読
書
の
つ
ど
い

す
て
き
な
ス
イ
ー
ツ　

⃝�

日
時　
２
月
２０
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

⃝�

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室　

⃝�

テ
ー
マ　
「
ス
イ
ー
ツ
」　

⃝�

内
容　
大
型
絵
本
「
カ
ラ
ス
の

パ
ン
や
さ
ん
」、
読
み
聞
か
せ
、

本
の
紹
介
な
ど

⃝�

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

⃝�

対
象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
ほ
か
、
ど
な
た
で
も

１２
月
の
読
書
の
つ
ど
い
の
様
子

　

好
評
の
１２
月
の
読
書
の
つ
ど
い

は
、
六
日
町
高
等
学
校
の
生
徒
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
元
気
の

い
い
演
劇
部
の
好
演
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
サ
ン
タ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

奪
っ
て
逃
げ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ト
ナ
カ

イ
の
お
話
。
続
い
て
音
楽
部
の
表

現
豊
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
。

会
場
の
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
踊

り
な
が
ら
歌
い
ま
し
た
。

　

サ
ン
タ
の
登
場
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

簡
単
に
で
き
る
工
作
や
読
み
聞
か

せ
な
ど
、
た
く
さ
ん
楽
し
み
ま
し

た
。

絵
本
の
へ
や

　

楽
し
い
「
絵
本
の
へ
や
」
に
、

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？ 

乳
幼
児

向
け
の
楽
し
い
絵
本
を
毎
回
用
意

し
て
、
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
と
も
だ
ち
と
の
出
会
い

も
あ
る
よ
！

⃝�

期
日　
毎
週
水
曜
日 

　

午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

⃝�

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

⃝��

対
象　
０
歳
か
ら
入
園
前
の
幼

児
⃝�

内
容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手

遊
び
・
絵
本
・
紙
芝
居
・
読
み

聞
か
せ
な
ど

巡
回
図
書
を
利
用
く
だ
さ
い

　

１
月
２１
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

巡
回
図
書
２
０
０
冊
を
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
大
和
図
書
室
は
、

２
月
１８
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で

す
。新

カ
ー
ド
へ
の
切
替
え

　

１
月
か
ら
旧
図
書
館
で
作
成
し

た
カ
ー
ド
を
、
新
カ
ー
ド
へ
切
替

え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
申

し
出
く
だ
さ
い
。

［‌�南魚沼市］‌�月～金9：30～20：00（土日日祝は19：00まで）　
休館（図書館整理日）18日㈭

［‌�大　　和］‌�☎777－4671　火～金9：00～19：00（土日
日祝は17：00まで）　休館月（祝日の場合は翌日）

［塩　　沢］��‌�☎782－0100　火～金9：00～20：00（月土
日日祝は17：00まで）

2月の開館日時

【申込み・問合せ】
南魚沼市図書館
☎773－6677

みんな　の
図書館

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

お
ひ
な
さ
ま
を
つ
く
ろ
う
！

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
図
書
館

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
７

　

も
う
す
ぐ
ひ
な
ま
つ
り
。
か
わ

い
い
お
ひ
な
さ
ま
を
一
緒
に
つ
く

り
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
２６
日
㈮

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
大
和
公
民
館

内�

容　

手
袋
人
形
・
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
・
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
・
手
遊
び
・
歌
・
工
作
な

ど
対
象　
０
～
３
歳
児
と
保
護
者

参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）

市報 みなみ魚沼　平成28年2月1日発行 14

まなびのひろば



富岡惣一郎「白と黒の探求」
⃝期　間　3月7日㈪まで
　ヘリコプターに乗り、鳥のよ
うに取材する方法で、地上では
見ることができない白と黒の世
界を描いた作品などをご覧ください。

第3期 日本が誇る景観美
⃝期　間　3月21日（月・振休）まで

第14回 リコーダーコンサート
　古い時代の音楽やおなじみのメロディーなどを数種
類のリコーダーで演奏します。
⃝日　時　3月6日㈰　14：00 ～（開場13：30） 
⃝会　場　市民会館 大ホール
⃝入場料　無料（気軽におこしください。）

第11回 南魚沼吹奏楽フェスティバル
　南魚沼郡・市の吹奏楽部と魚沼吹奏楽団、筑波大学
吹奏楽団、総勢200人による合同演奏会！
⃝日　時　3月20日（日・祝）� 13：30 ～（開場13：00） 
⃝会　場　市民会館　大ホール
⃝出　演　 中学校 　湯沢・塩沢・六日町・五十沢・
　　　　　城内・大巻・大和、 高校 　六日町・八海、
　　　　　魚沼吹奏楽団、筑波大学吹奏楽団
⃝入場料　無料（気軽におこしください。）

南魚沼市民会館
受付8：30 ～ 17：15  2月の休館：毎週月曜日

☎773－5500・FAX 772－8161・URL http：//www.6bun.jp

棟方志功アートステーション

［ＪＲ六日町駅1階]　☎770－1173� ￥  一般500円／小中高250円
URL http：//www.m-uonuma.jp/m-artstation/

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
2月は毎日開館します

魚沼ベストショット展 PartⅤ
⃝期　間　2月28日㈰まで
　魚沼に魅せられた写真家40人が、自慢のベスト
ショットを出展。
初心者向け写真教室（無料。申込みは必要）
⃝日　時　2月7日㈰　13：00 ～ 15：00

冬季特別展示 後藤はつの 112歳の絵画展
⃝期　間　3月21日（月・振休）まで　
　妙高市赤倉温泉出身で、73歳で絵を始め、112歳の
今なお元気なスーパーレディの作品を展示中。

厚木男声合唱団　ミニコンサート
　男声合唱の力強いハーモニーを堪能ください。
⃝日時　2月13日㈯　14：00 ～ 15：00　⃝料金　無料

池田記念美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

2月の休館：毎週水曜日、20日㈯午後、29日㈪
☎780－4080　FAX 777－3815　URL http：//www.ikedaart.jp
￥ 一般500円／高校生以下（無料）

「花紬たいけん」
　しなやかな紬や彩り豊かな押花を使ったとても楽し
い体験です。（体験は1作品30分程度。紬と押花のコ
ラボ体験もできます）
つ�むぎ細工コース…塩沢紬を使い、しおりとハガキに

デザイン
押�花コース…押花を使い、キーホルダーや絵はがき・

マグネットにデザイン
⃝日　時　①2月20日㈯　14：00 ～ 19：00
� ②3月19日㈯・20日（日・祝）　10：00 ～ 15：00
⃝会　場　鈴木牧之記念館1階（①）、2階（②）
⃝体験料　�500円～（別途観覧料が必要。2月20日㈯

は雪譜まつり開催につき観覧無料）

鈴木牧之記念館
☎・FAX 782－9860　￥  一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）
開館9：00 ～ 16：30  2月の休館：2日㈫、9日㈫

「富士雪景A」

☎783－4500　FAX 783－3388
URL http：//www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan
￥ 一般500円／小中高250円
常設展 　~彫る 摺

す

る 画
か

く~「棟方志功の世界」
　昨年実施したアンケートで1番人気だった『青不動
尊図』などを展示中。
企画展 　⃝期　間　2月28日㈰まで

「革新の黒～加山又造と篠田桃紅展～」
　「現代の琳

りん

派
ぱ

」といわれる加山又造や、テレビ特集
などで話題の篠田桃紅の作品18点を展示中。
「二科展で活躍した画家たち」
　オダギリジョーさん主演映画『FOUJITA』で話題
の藤田嗣治や、東郷青児、斎藤三郎の作品18点を展
示中。
※�2階ホールでエミール・ガレ作品を展示中。アート

ステーション入館者に粗品をプレゼント（限定）

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
2・3月の休館：29日㈪～３月３日㈭

今泉記念館アートステーション

トミオカホワイト美術館
開館10：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

2月の休館：毎週水曜日
☎775－3646・FAX 775－3650　URL http：//www.6bun.jp/white/
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）
2月の「市民無料の日」は、８日㈪、18日㈭、28日㈰
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郷
土
資
料

�

あ
れ
こ
れ
39

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

�

郷
土
史
編
さ
ん
係

�

☎
７
７
３

－

２
１
９
７

ま
し
た
。「
西
部
開
田
」
は
、
旧
六
日

町
の
余
川
・
美
佐
島
付
近
か
ら
旧
大
和

町
の
一
村
尾
ま
で
続
く
西
山
地
区
一
帯

の
土
地
を
、
水
田
に
す
る
た
め
に
行
わ

れ
た
開
墾
事
業
で
す
。

　

大
正
時
代
、
人
口
増
加
か
ら
食
糧
不

足
が
問
題
と
な
り
、
政
府
は
食
料
増
産

を
目
的
に
全
国
的
な
開
墾
計
画
を
立
て

ま
し
た
。
魚
野
川
左
岸
の
西
山
地
区
一

帯
も
、
こ
の
計
画
に
含
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
の
六
日
町
長
は
、
西
山
地
区

の
耕
地
の
少
な
い
農
家
の
経
営
を
安
定

さ
せ
る
に
は
開
田
こ
そ
が
唯
一
の
施
策

で
あ
る
と
し
、
近
隣
の
村
長
や
農
家
と

協
力
し
な
が
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

昭
和
７
年
に
西
部
耕
地
整
理
組
合
の
設

立
が
認
可
さ
れ
、
昭
和
９
年
に
は
水
路

や
７
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
測
量
が

完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
開
墾
に
は
新
潟

県
か
ら
の
協
力
も
あ
り
、
政
府
も
前
向

き
な
姿
勢
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

昭
和
８
年
、
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱

退
し
た
た
め
、
外
交
的
に
軍
備
拡
充
が

重
要
事
項
と
な
り
、
開
墾
な
ど
の
多
額

の
費
用
負
担
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
年
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
大

豊
作
で
、
余
剰
米
が
増
加
し
、
食
糧
増

産
を
目
的
と
し
た
開
墾
計
画
は
保
留
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
戦
争
状
態
が

強
ま
る
と
、
国
策
と
し
て
食
糧
増
産
施

策
が
強
め
ら
れ
、
こ
れ
を
担
う
た
め
に
、

　

今
回
か
ら
市
内
に
あ
る
石
碑
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
紹
介
す
る
石
碑
は
、

設
置
地
区
、
建
立
時
期
、
種
類
な
ど
は

さ
ま
ざ
ま
と
な
り
ま
す
が
、
一
基
で
も

多
く
を
取
り
上
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

み
な
さ
ん
の
地
域
に
残
る
石
碑
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　

南
魚
沼
市
の
石
碑
①

西
部
開
田
顕
彰
碑
〔
大
杉
新
田
〕

建�
立　

昭
和
４３
年
８
月 

明
治
１
０
０

年
記
念
事
業

発
起
人　
六
日
町
・
大
和
町

揮き

毫ご
う　

田
中
角
栄

　

魚
野
川
左
岸
は
河
岸
段
丘
で
、
用
水

の
確
保
が
難
し
く
、
耕
地
の
ほ
と
ん
ど

が
桑
畑
や
荒
地
で
し
た
。
農
家
の
経
営

は
苦
し
く
、
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、

古
く
か
ら
農
地
の
開
墾
が
望
ま
れ
て
き

農
地
開
発
営
団
が
設
置
さ
れ
、
西
部
耕

地
整
理
組
合
の
事
業
は
、
昭
和
１７
年
に

農
地
開
発
営
団
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
開

発
着
工
の
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

次
第
に
激
戦
と
な
る
戦
争
に
労
務
や
食

糧
物
資
が
つ
ぎ
込
ま
れ
、
開
発
は
用
地

買
収
や
資
材
搬
入
路
な
ど
、
わ
ず
か
な

工
事
が
行
わ
れ
た
だ
け
に
す
ぎ
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　

昭
和
２２
年
、
農
地
開
発
営
団
は
閉
鎖

と
な
り
、
事
業
は
国
営
事
業
と
し
て
引

き
継
が
れ
、
六
日
町
開
墾
事
業
所
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
２６
年
に
南
魚
沼

郡
土
地
改
良
区
が
発
足
し
、
本
格
的
に

工
事
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
用
水
確
保
の
た
め
に
、
頭
首

工
、
逆
サ
イ
フ
ォ
ン
、
揚
水
・
導
水
・

幹
線
水
路
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

開
墾
に
は
、
こ
の
地
域
で
は
じ
め
て
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
が
使
わ
れ
、
そ
の
威
力
に

誰
も
が
驚
い
た
そ
う
で
す
。

　

昭
和
３６
年
、
３０
年
余
り
の
年
月
を
か

け
て
、
５
８
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
が

完
成
し
ま
し
た
。
水
田
内
の
耕
土
や
石

の
取
り
除
き
は
各
農
家
が
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
大
変
な
作
業
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

〈
参
考
資
料
〉

『
西
部
開
田
史
』
南
魚
沼
郡
中
央
土
地

改
良
区

『
南
魚
沼
郡
誌
』
続
編
上
巻

トレーニングルーム　マシン使用法講習会南魚スポーツパラダイス
　ランニングマシン・エアロバイク・油圧式筋力アップマシンの使用法の講習会です。

◦日　時　2月21日㈰　12：00 ～ 13：30
◦定　員　6人（事前申込みが必要）
◦会　場　ディスポート南魚沼1階　トレーニングルーム
◦対　象　中学生以上　　　　　　　◦申込み　ディスポート南魚沼
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオル、水分補給飲料を用意ください

参
加
料

会員 無　料

一般 200円

公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内
ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

ディスポート南魚沼
［2月の休館日］
毎週月曜日

市報 みなみ魚沼　平成28年2月1日発行 16
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◦受付・診療時間　午前：月曜～土曜　〔受付〕8：30 ～ 11：30　〔診療〕9：00 ～
　　　　　　　　　午後：月曜～金曜　第3土曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
� 【問合せ】城内診療所　☎775－2009

月 火 水 木 金 土
日

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日

高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 ◆寺田
（予約制） 薄田 休診 休診

8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日
高橋 高橋 高橋 ◆寺田

（予約制） 高橋 休診 休診
（建国記念の日） 高橋 高橋 福本 休診 休診

15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日
高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 ◆寺田

（予約制）
◆堀内

（予約制）
◆堀内

（予約制） 休診

22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日
高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 休診 風間 高橋 高橋 ◆寺田

（予約制） 福本 休診 休診

29日 ※第1土曜日は担当医師の都合により午前のみの診療となります
　2月19日㈮の午後の受付は、医師の都合で15：30までとなります高橋 高橋

お知らせ ‌‌‌◆�寺田先生と堀内先生の診療は、待ち時間解消のため、予約制となります。 
予約のない受診は、待ち時間が長くなる場合があります。

2月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

～
食
育
の
風
～

　

昨
年
の
１０
月
４
日
㈰
、
六
日
町
ふ
れ
あ

い
祭
り
の
食
育
フ
ェ
ア
ブ
ー
ス
に
、
南
魚

沼
市
健
康
ま
ち
づ
く
り
食
育
推
進
会
議
が

出
店
し
た
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
に
い
が
た
減
塩
ル
ネ
サ
ン
ス
運
動
」

を
テ
ー
マ
に
、
０
．７
％
塩
度
の
み
そ
汁

の
試
飲
と
ア
ン
ケ
ー
ト
、
減
塩
ク
イ
ズ
に

よ
る
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
血
圧
測
定
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ん
か
ら
、
み
そ
汁
の
試
飲
や
減
塩
ク
イ

ズ
に
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

脳
血
管
疾
患
の
死
亡
率
が
、
国
や
県
よ

り
も
高
い
の
が
南
魚
沼
市
の
現
状
で
す
。

高
血
圧
予
防
の
た
め
に
も
、
減
塩
が
健
康

の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
ま
ち
づ
く
り
食
育
推
進
会
議
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－
６
８
１
１

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？　

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
は
平
成
２６
年
度
か
ら

国
の
定
期
接
種
と
な
り
、
対
象
者
に
接
種

券
か
、
対
象
者
証
明
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
有
効
期
限
は
平
成
３１
年
３
月
３１
日
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
早
め
の
接
種
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

こ
の
予
防
接
種
は
義
務
で
は
な
く
、
希

望
す
る
場
合
に
接
種
で
き
、
有
効
期
限
内

に
い
つ
で
も
接
種
券
な
ど
を
使
用
で
き
ま

す
。

　

平
成
２８
年
度
中
に
、
６５
歳
・
７０
歳
・
７５

歳
と
な
る
新
た
に
定
期
接
種
に
該
当
す
る

人
へ
、
３
月
末
ま
で
に
接
種
券
を
送
付
し

ま
す
。

　

６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
で
、
特
定
の
障
が

い
が
あ
る
人
の
接
種
券
の
有
効
期
限
は
、

平
成
２８
年
３
月
末
で
す
。
今
年
度
中
に
接

種
し
な
か
っ
た
人
に
、
４
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
る
接
種
券
を
新
た
に
送
付
し
ま
す
。
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市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲
示
板

　
【
問
合
せ
】
子
育
て
支
援
課 

　
こ
ど
も
家
庭
支
援
班

�

７
７
３

－

６
８
２
２

２
月
は
児
童
手
当
・ 

特
例
給
付
の
支
給
月
で
す 

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
指
定

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、

確
認
く
だ
さ
い
。

振
込
日　
２
月
１２
日
㈮

対�

象
月　
平
成
２７
年
１０
月
～
平
成

２８
年
１
月
分

児
童
手
当
の
支
給
額

３
歳
未
満
の
児
童

一
律　

１
５
，０
０
０
円

３
歳
〜
小
学
６
年
生
の
児
童

第
１
・
２
子　

１
０
，０
０
０
円

第
３
子
以
降　

１
５
，０
０
０
円

中
学
生

一
律　

１
０
，０
０
０
円

特
例
給
付

一�

律　

５
，０
０
０
円
（
所
得
制

限
限
度
額
超
過
の
受
給
者
に
支

給
）

※�

い
ず
れ
も
、
児
童
一
人
当
た
り

の
月
額

　
【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１ 

税
申
告
の
前
に
国
保
高
額

療
養
費
を
申
請
く
だ
さ
い

　

２
月
１６
日
㈫
か
ら
市
・
県
民
税

と
所
得
税
の
申
告
受
付
が
始
ま
り

ま
す
。
平
成
２７
年
１２
月
分
の
医
療

費
が
国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養

費
に
該
当
見
込
み
の
人
は
、
高
額

療
養
費
の
申
請
を
済
ま
せ
て
か
ら

税
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

先
に
税
申
告
を
済
ま
せ
る
と

・�

税
申
告
の
医
療
費
控
除
で
領
収

書
を
提
出
す
る
と
、
高
額
療
養

費
の
申
請
に
領
収
書
が
添
付
で

き
ず
、
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

・�

税
申
告
の
修
正
申
告
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
の
申
請
案
内
は
、

該
当
す
る
世
帯
に
、
診
療
月
か
ら

早
く
て
２
か
月
後
の
送
付
と
な
り

ま
す
。
平
成
２７
年
１２
月
分
の
申
請

案
内
発
送
は
、
２
月
下
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費

に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
問
合
せ
】

　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－
６
６
６
７

障
が
い
者
虐
待
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
！

　

障
が
い
者
虐
待
は
、
家
族
や
親

族
、
福
祉
施
設
の
職
員
、
障
が
い

者
を
雇
用
す
る
事
業
主
な
ど
が
行

う
次
の
行
為
で
す
。

身�

体
的
虐
待　
暴
力
や
体
罰
に
よ

り
傷
や
痛
み
を
与
え
る
。
身
体

を
縛
り
つ
け
る
。
過
剰
な
投
薬

を
行
い
、
身
体
の
動
き
を
抑
制

す
る
。

性�

的
虐
待　
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
。

心�

理
的
虐
待　
脅
し
・
侮
辱
な
ど

の
言
葉
や
態
度
、
無
視
・
嫌
が

ら
せ
な
ど
で
精
神
的
に
苦
痛
を

与
え
る
。

放�
棄
・
放
任　
食
事
や
排
泄
、
入

浴
、
洗
濯
な
ど
、
必
要
な
身
辺

の
世
話
や
介
助
を
し
な
い
。
必

要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
、

教
育
を
受
け
さ
せ
な
い
。

経�

済
的
虐
待　
本
人
の
同
意
を
得

な
い
か
、
だ
ま
す
な
ど
し
て
財

産
や
年
金
、
賃
金
を
使
う
な
ど
、

本
人
が
希
望
し
な
い
用
途
に
金

銭
を
使
用
す
る
。

　

障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
尊
厳
を
保
ち
生
活
す
る
た
め
に

は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で

す
。

　

障
が
い
者
虐
待
の
未
然
防
止
・

早
期
発
見
・
迅
速
な
対
応
に
協
力

く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
虐
待
に
関
す
る

通
報
・
届
出
・
相
談
窓
口

・�

平
日
の
日
中
（
午
前
８
時
３０
分

～
午
後
５
時
１５
分
）

　

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

・�

休
日
と
夜
間
（
午
後
５
時
１５
分

～
翌
日
午
前
８
時
３０
分
）

　

本
庁
舎
当
直

　

☎
７
７
３

－

６
６
６
０

※�

休
日
・
夜
間
の
緊
急
相
談
な
ど

は
、
当
直
員
が
受
理
し
、
速
や

か
に
福
祉
課
に
連
絡
し
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
〔
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
内
〕

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る

『
消
費
生
活
』無
料
法
律
相
談

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
１
件
約
３０
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
の
概
要
を
相
談
員
が
伺
い

ま
す
。

日
時　
２
月
２５
日
㈭

　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会�

場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー　

１
階 

相
談
室

※�

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
利
用
く
だ
さ
い

　
【
問
合
せ
】

　
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

南
魚
沼
市
地
域
福
祉
計
画

策
定
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

回
答
く
だ
さ
い

　

市
民
に
、
無
作
為
抽
出
で
南
魚

沼
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

依
頼
が
届
い
た
人
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
く
だ
さ
い
。

　

回
答
は
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
、

２
月
１０
日
㈬
ま
で
に
返
信
く
だ
さ

い
。
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

住
民
健
診
・
乳
幼
児
健
診

会
場
の
臨
時
職
員
募
集 

　

平
成
２８
年
度
の
市
の
住
民
健

診
・
乳
幼
児
健
診
会
場
で
勤
務
す

る
臨
時
事
務
職
員
、
看
護
師
を
募

集
し
ま
す
。

事
務
職
員
（
８
人
程
度
）

賃�

金　
時
給
９
３
０
円
（
交
通
費

の
支
給
あ
り
）

勤�

務
内
容　
健
診
会
場
の
受
付
事

務
ほ
か

（
平
均
勤
務
日
数
：
年
間
９
日
）

看
護
師
（
１１
人
程
度
）

賃
金　
半
日
５
，５
０
０
円

勤�

務
内
容　
住
民
健
診
の
問
診
や

乳
幼
児
健
診
の
補
助

（
平
均
勤
務
日
数
：
年
間
２６
日
）

共
通
事
項

勤�

務
時
間　
住
民
健
診
：
１
日
勤

務
（
午
前
７
時
３０
分
～
１１
時
３０

分
、
午
後
１
時
～
３
時
）

乳
幼
児
健
診
：
半
日
勤
務
（
午

前
８
時
３０
分
～
１１
時
３０
分
か
、

午
後
１
時
～
４
時
）

※�

健
診
の
種
類
で
時
間
が
前
後
す

る
場
合
あ
り

勤�

務
場
所　
住
民
健
診
会
場
：
塩

沢
保
健
セ
ン
タ
ー
・
市
民
会

館
・
さ
わ
ら
び
、
乳
幼
児
健
診

会
場
：
塩
沢
保
健
セ
ン
タ
ー
・

健
友
館

勤�

務
日
（
予
定
）　

住
民
健
診
：

５
月
中
旬
～
１１
月
下
旬
、
乳
幼

児
健
診
：
毎
月

保�

険　
日
々
傷
害
雇
用
保
険
（
市

で
負
担
）

申�

込
み　
履
歴
書
（
写
真
付
）
を

保
健
課
に
提
出
（
看
護
師
は
看

護
師
免
許
証
の
写
し
が
必
要
）

締
切
り　
２
月
１５
日
㈪　
　
　

 
※�
経
験
不
問
、
面
接
日
を
後
日
連

絡
。
雇
用
形
態
は
と
も
に
日
々

雇
用

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県
司
法
書
士
会

�

☎
０
２
５

－
２
４
４

－

５
１
２
１

相
続
登
記
の
無
料
相
談
月
間

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎

年
２
月
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
」
と
定
め
、
県
内
一

斉
に
相
続
登
記
の
無
料
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
近
く
の
司
法

書
士
事
務
所
に
、
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

　

１
年
を
通
じ
て
左
記
で
も
無
料

相
談
に
応
じ
ま
す
。
利
用
く
だ
さ

い
。

司
法
書
士
無
料
相
談（
要
予
約
）

毎
週
水
曜
日 

午
後
１
時
３０
分

～
４
時
（
要
予
約
）

☎
０
２
５

－

２
４
４

－

５
１
２
１

電
話
相
談

①
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５

－

２
４
０

－

７
８
６
７

②
多
重
債
務
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
２
５

－

２
４
０

－
７
９
７
４

※�

①
・
②
と
も
に
月
～
金
曜 

午

前
１０
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

４
時

　
【
問
合
せ
】

　
法
務
局 

南
魚
沼
支
局　

�

☎
７
７
２

－

３
７
４
２

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
～

対
象　

・�

家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結

婚
・
離
婚
・
相
続
な
ど
）、
親

族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
・

悩
み
ご
と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題

・�

い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員

日
時　
２
月
７
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

会�

場　
薮
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ま
ほ
ろ
ば
〔
一
村
尾
〕
１

階 

和
室

最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

・
行
方 

幸
恵
〔
一
村
尾
〕

　

☎
７
７
７

－

４
８
３
１

・
中
島 

澄
江
〔
下
二
（
大
崎
）〕

　

☎
７
７
９

－

２
６
４
１

・
島
村 

弘
〔
富
町
（
浦
佐
）〕

　

☎
７
７
７

－

２
５
５
４

・
廣
田 

芳
克
〔
門
前
〕

　

☎
７
７
９

－

３
３
１
３

※�

相
談
日
に
限
ら
ず
、
い
つ
で
も

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
防
本
部 

警
防
課 

救
急
係

�

☎
７
８
２

－

５
３
３
１

普
通
救
命
講
習
会

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
応
急

手
当
を
学
び
ま
せ
ん
か
？ 

心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
扱
い
な
ど
、
実

技
を
中
心
に
し
た
講
習
会
で
す
。

初
め
て
の
人
も
、
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　
２
月
２１
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

会�

場　
南
魚
沼
市
消
防
署〔
竹
俣
〕

定
員　
３０
人
程
度

費
用　
無
料

※�

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
。

実
技
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し

く
だ
さ
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
３

－

６
７
２
３

高
齢
者
向
け
紙
お
む
つ
の

使
い
方
・
選
び
方
講
座　

　

高
齢
者
用
の
紙
お
む
つ
の
使
い

方
や
選
び
方
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？ 

高
齢
者
の
介
護
に
携
わ
る

人
を
対
象
に
、
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
２２
日
㈫

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会�

場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー　

２
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

内�

容　
紙
お
む
つ
用
品
の
正
し
い

使
い
方
と
選
び
方

費
用　
無
料

定�

員　
３０
人

締
切
り　
３
月
４
日
㈮

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り

申�

込
み　
福
祉
課
に
用
意
の
申
込

書
を
提
出
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
。
提
出

が
難
し
い
人
に
、
電
話
で
の
申

込
み
に
応
じ
ま
す
）
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
総
務
課 
防
災
庶
務
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
０

振
り
込
め
詐
欺
を
防
ご
う

「
自
動
通
話
録
音
機
」
を

無
料
貸
与

　

後
を
絶
た
な
い
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
「
自
動

通
話
録
音
機
」
を
貸
与
し
ま
す
。

　

こ
の
録
音
機
は
、
電
話
が
か
か

る
と
発
信
者
に
「
こ
の
電
話
は
振

り
込
め
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
被
害
防

止
の
た
め
、
会
話
内
容
が
自
動
録

音
さ
れ
ま
す
」
と
の
警
告
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
流
し
、
被
害
を
防
ぐ
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

対�

象　
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
６５

歳
以
上
の
人
が
い
る
世
帯

受
付
期
間　
２
月
５
日
㈮
～

　

２９
日
㈪

申�

請
窓
口　
総
務
課
、
大
和
・
塩

沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

本
人
・
代
理
人
の
本
人
確
認
が

可
能
な
身
分
証
明
書
が
必
要

貸�

与
台
数　
４５
台
（
希
望
多
数
の

場
合
は
、
世
帯
状
況
な
ど
を
考

慮
し
、
抽
選
）

※�

貸
与
は
無
料
。
使
用
電
気
料
金

は
使
用
者
負
担

期
間　
２
年

注�

意
点　

電
話
回
線
の
方
式
で
、

正
常
に
作
動
し
な
い
場
合
あ
り
。

取
付
け
に
必
要
な
配
線
な
ど
工

事
費
は
使
用
者
負
担

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
企
画
政
策
課 

企
画
班　

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
２

総
合
計
画
審
議
会
委
員
を

募
集

　

市
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
な
ど
を
示
す
「
第
２
次

南
魚
沼
市
総
合
計
画
」
に
関
し
て
、

調
査
・
審
議
を
行
う
総
合
計
画
審

議
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
３
人
程
度

条�

件　
２０
歳
以
上
で
、
平
日
に
開

催
す
る
会
議
（
年
１
～
２
回
、

昼
間
の
半
日
程
度
）
に
出
席
で

き
る
人

※�

国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
・

常
勤
職
員
を
除
き
ま
す

任�

期　
平
成
２８
年
４
月
１
日
～
平

成
３０
年
３
月
３１
日
（
２
年
間
）

報�

酬　
４
，８
０
０
円
／
回

締
切
り　
２
月
２６
日
㈮

申�

込
み　
企
画
政
策
課
、
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
に
用
意
の

申
込
書
を
提
出
（
郵
送
可
。
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

南
魚
沼
市
男
女
共
同
参
画
推

進
市
民
会
議
［
通
称
ハ
ー
モ

ニ
ー
］（
豊
田
）　

�

☎
０
９
０

－

３
４
０
３

－

４
２
９
９

メ
ー
ル
： ten-ton-shan@

�
�

ba.w
akw

ak.com

「
災
害
食
！ 

調
理
実
習
」
を

開
催 

　
「
男
女
共
同
参
画
と
防
災
は
切

り
離
せ
な
い
」、
こ
れ
は
中
越
地

震
を
契
機
に
、
長
岡
市
で
復
興
の

原
動
力
と
な
っ
た
言
葉
で
す
。
東

日
本
大
震
災
で
は
、
女
性
の
知
恵

と
行
動
力
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
食
を
作
り
・
食
べ
て
、
い

ざ
と
い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　
３
月
６
日
㈰

　

午
前
１１
時
～
午
後
１
時
３０
分

会�
場　
塩
沢
公
民
館
２
階

　

調
理
室　
　

講
師　
木
村 

多
美
子
さ
ん

内�

容　
ポ
リ
袋
を
容
器
に
使
用
す

る
目
か
ら
う
ろ
こ
の
メ
ニ
ュ
ー

費
用　
５
０
０
円

持�

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
１
カ
ッ
プ
、
ふ
き
ん
２
枚

定
員　
２０
人

託�

児　

生
後
６
か
月
〜
小
学
生
、

２
０
０
円
／
１
人

締
切
り　
２
月
２６
日
㈮

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り
ま
す

【
問
合
せ
】
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

　

冬
こ
そ
元
気
に
出
か
け
よ
う
！

気
軽
に
参
加
し
て
ね
。
初
め
て
の

人
、
里
帰
り
の
人
、
上
の
子
を
連

れ
た
人
、
み
ん
な
大
歓
迎
。

第
５
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」　

日
時　
２
月
２６
日
㈮

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会
場　
市
民
会
館 

ホ
ワ
イ
エ

内�

容　
「
み
～
ん
な
お
い
で
よ
、

ひ
な
ま
つ
り
♪
」
季
節
の
行
事

を
楽
も
う
。

（
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
）

大
和
地
域
第
４
回

　
　
　
「
そ
だ
ち
学
級
」

日
時　
２
月
２７
日
㈯

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会
場　
大
和
公
民
館　

内
容　
た
の
し
い
ひ
な
ま
つ
り
♪

共
通
事
項

対�

象　
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
保

護
者
な
ど
（
祖
父
母
も
大
歓

迎
）

料
金　
１０
円
（
保
険
料
）

申�
込
み　
不
要
。
動
き
や
す
い
服

装
で
、
直
接
会
場
に
お
こ
し
く

だ
さ
い
。（
違
う
地
区
の
人
も

参
加
可
）

教
室
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中

【
問
合
せ
】

　
保
健
課 

母
子
保
健
班

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
は
、
子
育
て

に
困
り
感
の
あ
る
保
護
者
や
、
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
の
集
ま
り
で
す
。
月
１
回
開
催

し
、
情
報
交
換
や
ミ
ニ
勉
強
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
先
輩
マ
マ
か
ら
の
経
験
を
聞

け
て
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

２
・
３
月
の
開
催

期
日　
２
月
５
日
㈮

　

３
月
４
日
㈮

内
容　
話
合
い

※
申
込
み
不
要

時
間　
午
前
１０
時
～
１１
時

会
場　
本
庁
舎
南
分
館 

１
階

 　

１
０
３
会
議
室
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【
問
合
せ
】
小
千
谷
税
務
署　

☎
０
２
５
８

－

８
３

－

２
０
９
０

【
自
動
音
声
に
し
た
が
い
番
号

を
選
択
】

小
千
谷
税
務
署「
確
定
申
告
」

に
関
す
る
お
知
ら
せ

小
千
谷
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場

会�

場　
小
千
谷
市
総
合
産
業
会
館

サ
ン
プ
ラ
ザ
３
階

※�

駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す
。
公
共

交
通
機
関
を
利
用
く
だ
さ
い

期
間　
２
月
１６
日
㈫
～

　

３
月
１５
日
㈫

※�

土
日
を
除
く
。
こ
の
期
間
、
小

千
谷
税
務
署
で
は
、
申
告
相
談

を
行
っ
て
い
ま
せ
ん

受�

付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４

時
※�

混
雑
状
況
で
早
め
に
受
付
を
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申

告
は
、
自
分
で
パ
ソ
コ
ン
を
操

作
し
て
の
作
成
が
基
本
で
す

確
定
申
告
書
に
、
復
興
特
別
所

得
税
額
の
記
載
漏
れ
に
注
意

　

所
得
税
と
併
せ
て
復
興
特
別
所

得
税
［
平
成
２５
年
分
～
平
成
４９
年

分
］
の
申
告
と
納
付
が
必
要
で
す
。

税
額
は
、
各
年
分
の
基
準
所
得
税

額
（
原
則
、
そ
の
年
分
の
所
得
税

額
）
に
２
．１
％
の
税
率
を
掛
け

て
計
算
し
た
金
額
で
す
。

場
〔
市
民
会
館
〕

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

南
魚
沼
地
域
振
興
局 

県
税

部 

課
税
課（
免
税
軽
油
担
当
）

�

☎
７
７
２

－

２
６
６
３

農
業
用
免
税
軽
油　

～
免
税
証
の
交
付
～　

　

農
業
用
機
械
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
）
に
使
用
す
る

軽
油
を
、
免
税
証
と
引
き
換
え
に

購
入
す
る
と
軽
油
引
取
税
（
１

リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
３２
．１
円
）
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

　

免
税
証
の
交
付
を
希
望
す
る
人

は
、
申
請
く
だ
さ
い
。

※�

国
税
・
地
方
税
の
滞
納
処
分
を

受
け
、
そ
の
処
分
の
日
か
ら
２

年
を
経
過
し
な
い
人
な
ど
に
は

交
付
で
き
ま
せ
ん

受
付
日
時　

①�

昨
年
に
引
き
続
き
申
請
す
る

人
：
事
前
に
通
知
し
た
日
時

②‌�

今
年
初
め
て
申
請
す
る
人
：
２

月
８
日
㈪
ま
で
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

会
場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

　

第
１
会
議
室

申
請
に
必
要
な
も
の　

・�

耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員

会
が
証
明
）

・�

印
鑑
（
共
同
申
請
の
場
合
は
、

全
員
分
が
必
要
）

※�

機
械
を
買
い
替
え
た
場
合
と
、

今
年
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、

機
械
の
所
有
証
明
（
販
売
店
の

販
売
証
明
な
ど
）
も
必
要

費�

用　
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
交

付
申
請
（
新
規
・
更
新
）
に
は
、

手
数
料
（
新
潟
県
収
入
証
紙

［
４
５
０
円
］
で
納
付
）
が
必

要【
問
合
せ
・
相
談
】

　
新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所

☎
０
２
５
８

－

３
７

－

６
１
１
０

［
相
談
専
用
電
話
］

夜
間
労
働
相
談
を

実
施
し
ま
す

　

日
中
の
相
談
が
難
し
い
人
を
対

象
に
、
夜
間
電
話
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　
「
賃
金
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
」

「
退
職
届
を
受
け
取
っ
て
も
ら
え

な
い
」
な
ど
、
労
働
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
に
、
労
働
相
談
所

職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
相

談
無
料
、
予
約
不
要
で
す
。

期�

日　

２
月
５
日
・
１２
日
・
１９

日
・
２６
日
（
全
金
曜
日
）

時
間　
～
午
後
８
時

※�
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５

分
も
相
談
に
応
じ
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

社
会
教
育
課 

生
涯
ス
ポ
ー

ツ
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
３
０

南
魚
沼
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
を
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」「
見
る
」

立
場
か
ら
、「
支
え
る
」
立
場

へ
！
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
役
と

し
て
、
事
業
な
ど
の
企
画
立
案
や

運
営
な
ど
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
？

主
な
活
動
内
容　

・�

市
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
指
導

や
助
言

・�

地
域
需
要
を
把
握
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
機
会
を
市
民
に
提
供

・�

市
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
（
土

日
・
祝
日
開
催
）
へ
の
役
員
協

力
・�

協
議
会
定
例
会
へ
の
参
加

応�

募
資
格　
市
内
在
住
の
２０
歳
以

上
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
意
欲
を
持

つ
人

募
集
人
員　
１０
人
程
度

選
考
方
法　
書
類
選
考
と
面
接

任�

期　
平
成
２８
年
４
月
１
日
～
平

成
３０
年
３
月
３１
日
（
２
年
間
）

報
酬　
４
５
，０
０
０
円
（
年
額
）

締
切
り　
３
月
７
日
㈪

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申

告
相
談

　

控
除
を
初
め
て
受
け
る
人
と
昨

年
以
前
に
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

で
は
、
源
泉
徴
収
票
や
収
支
内
訳

書
な
ど
の
ほ
か
に
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
に
必
要
な
書
類
と
申

告
会
場
が
異
な
り
ま
す
。

初
め
て
受
け
る
人　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
に
必
要

な
書
類　

①�
家
屋
・
土
地
な
ど
の
登
記
事
項

証
明
書 

②�

工
事
請
負
契
約
書
な
ど
、
取
得

価
格
が
わ
か
る
書
類
の
写
し 

③
住
民
票
の
写
し 

④
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

※�

増
改
築
の
場
合
は
「
建
築
確
認

済
証
（
検
査
済
証
）」
の
写
し

か
、
建
築
士
が
発
行
し
た
「
増

改
築
等
工
事
証
明
書
」
が
必
要

申�

告
会
場　
小
千
谷
税
務
署
の
確

定
申
告
会
場

昨
年
以
前
に
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
に
必
要

な
書
類　

①
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書 

②�

給
与
所
得
者
の
（
特
定
増
改
築

等
）
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

申
告
書

申�

告
会
場　
小
千
谷
税
務
署
の
確

定
申
告
会
場
か
、
市
の
申
告
会
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News Plaza
【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

社
会
教
育
課 
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
３
０

第
３７
回 

ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使

杯
争
奪
ス
キ
ー
大
会

参
加
者
募
集

　

小
学
生
か
ら
成
年
ま
で
参
加
で

き
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
で

す
。

期
日　
３
月
１３
日
㈰

会�

場　

欠
之
上
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス

組
別

※
成
年
年
齢
は
３
月
１３
日
現
在

参�

加
費　

小
･
中
学
生
１
，０
０

０
円
、
高
校
生
１
，５
０
０
円
、

成
年
２
，０
０
０
円

締
切
り　
２
月
１９
日
㈮

表�

彰　

各
組
男
女
６
位
ま
で
賞

状
・
賞
品
（
そ
の
他
、
賞
品
抽

選
会
あ
り
）

申�

込
み　

社
会
教
育
課 

生
涯
ス

ポ
ー
ツ
係
、
大
和
・
塩
沢
公
民

館【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
大
和
公
民
館　

�

☎
７
７
７

－
４
６
７
１

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室

参
加
者
募
集

　

３
月
は
、
春
の
お
祝
い
料
理
で

す
。

メ�

ニ
ュ
ー　
ア
ス
パ
ラ
菜
を
使
っ

た
１
品
、
ベ
イ
グ
ド
ポ
テ
ト
、

簡
単
草
餅　

日
時　
３
月
１
日
㈫

　

午
前
１０
時
～
正
午

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

講
師　
木
村 

多
美
子
さ
ん

費
用　
７
０
０
円
（
当
日
集
金
）

受�

付
期
間　
２
月
４
日
㈭
～

　

１２
日
㈮

会�

場　
塩
沢
公
民
館
２
階

　

調
理
実
習
室

持�

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
、
台
ふ
き
、
持
ち
帰
り

容
器
、
筆
記
用
具

定
員　
２０
人
（
先
着
順
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
南
魚
沼
森
林
組
合

�

☎
７
８
３

－
３
３
４
９

南
魚
沼
森
林
組
合
職
員
募
集

職
種　
事
務
職

募
集
人
員　
１
人

対
象　
１８
～
３０
歳　

必
要
書
類　
履
歴
書

選
考
方
法　
面
接

受�

付
期
間　
２
月
１
日
㈪
〜

　

２９
日
㈪

採
用
予
定
日　
４
月
１
日
㈮

※�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼
へ
求
人

申
込
み
済
み

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５

－

７
９
４

－

２
４
１
０

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」

受
講
生
募
集

対�

象　
接
遇
や
電
話
対
応
、
ス
マ

イ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
全
般
の
知
識
や

技
能
を
必
要
と
し
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
人

※�

在
職
者
の
ほ
か
、
新
規
の
学
卒

者
・
求
職
者
も
受
講
可

期
日　
３
月
９
日
㈬
・
１０
日
㈭

時
間　
９
時
３０
分
～

　

午
後
４
時
３０
分

会
場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

　

会
議
室

講�

師　

佐
藤 

裕
美
さ
ん
（
ス
マ

イ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
®
、Ｆ
Ｍ
み
ょ

う
こ
う
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

定
員　
３０
人

費
用　
２
，４
０
０
円

締
切
り　
３
月
１
日
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問
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歩
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の
思
い
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り
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自
動
車
を
運
転
し
て
い
て
、
歩

行
者
に
水
し
ぶ
き
を
か
け
て
し

ま
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
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ド
ラ
イ
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ー
の
ち
ょ
っ
と
し
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不
注
意
で
起
き
る
こ
と
で
す
が
、

歩
行
者
は
と
て
も
不
快
に
感
じ
て

い
ま
す
。
特
に
、
冬
期
間
は
消
雪

パ
イ
プ
路
線
で
水
た
ま
り
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
歩
行
者
の
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く
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る
際
は
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る
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ど
、
思
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や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
く
だ

さ
い
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新
一
年
生
ご
入
学
お
め
で
と

う
大
会 

南
魚
沼
会
場

　

こ
の
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る

児
童
と
保
護
者
を
招
き
、
学
校
生

活
な
ど
を
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
う

集
い
で
す
。
現
１
年
生
に
よ
る
学

校
紹
介
や
交
通
安
全
指
導
、「
ド

ラ
え
も
ん
」
の
映
画
上
映
、
抽
選

会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
３
月
５
日
㈯　

　

午
後
１
時
30
分
～

会
場　
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

※�

入
場
無
料
（
招
待
券
が
必
要
。

招
待
券
は
、
各
小
学
校
の
一
日

入
学
時
に
配
布
）

組別 男子 女子 走法
小学３年生以下 ２㎞ ２㎞

クラシカル小学４年生
小学５年生 ３㎞ ３㎞小学６年生
中学生

５㎞ ３㎞ フリー高校生
成年Ａ（39歳以下）
成年Ｂ�（40歳以上）
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掲 示 板市などからのお知らせ



News Plaza
六日町小学校で「明るい選挙出前授業」が行われました　 1月15日㈮

　新潟県選挙管理委員会と南魚沼市選挙管理委員会の共催で、六日町小学校の6年生82人を対象に、
将来の有権者である児童が社会の一員として自覚を持つことなど目的
に「明るい選挙出前授業」が行われました。政治と選挙の意義や重要
性、選挙制度などを学んだ後に、児童による「六日町かがやき市」を
想定した模擬選挙も行われました。
　児童から「18歳になったら、自分と同じ意見の候補者に投票して
みたい」などの感想が聞かれました。

三用小学校で書初め大会が行われました　 1月12日㈫
　書初め前に、魚沼市と大和地域の人たちによる琴と尺八の演奏が披
露され、児童たちはその音色を聞きながら心を落ち着け、日本の伝統
文化を再確認していました。その後に、地域の書家による大書のデモ
ンストレーションが行われ、「何ごとにも負けないで欲しい」と「勝」
の文字が書かれました。
　書初め大会では、児童は学年ごとに「新年の夢」や「冬景色」など
の文字に真剣な眼差しで取り組みました。

～真冬のクラフトマーケット～雪見展が開催されました　 1月10日㈰・11日（月・祝）
　池田記念美術館を会場に「雪見展」が開催されました。会場を昨年
よりも広くとり、クラフトや雑貨、飲食店、体験ができるワーク
ショップなど、2日間で57店が出店しました。
　会場となった池田記念美術館では、第60回南魚沼郡市児童生徒美
術展の開催と合せ、全館で入館を無料としていたこともあり、2日間
で約2,000人が訪れ、雪見展と池田記念美術館の展示を思いおもいに
楽しんでいました。

㈱魚沼食品流通センター〔川窪〕で新春初市が開催されました　 1月5日㈫
　平成28年 新春初市が開催されました。手締めと乾杯の後に恒例の
宝船の初競りが行われ、用意された野菜や果物などが盛られた宝船は
次々に競り落とされました。その後、水産物や野菜などの取引が一斉
に始められました。
　井口市長はあいさつで、「この市場は南魚沼地域全体の台所で、一
番景気に左右されます。活気があれば景気がよくなると考えます。一
年の中で大変なことはあるでしょうが、前を向き仕事に励めばよいこ
とがやってくると思っています」と、語りました。

辻又地区の活性化のために、新たな地域おこし協力隊員が誕生しました　 1月4日㈪
　南魚沼市で２人目の地域おこし協力隊員となる足立知彦さん（39
歳、東京都狛江市出身）への委嘱状交付式が行われました。
　足立さんは、「中越地区との関わりは、11年前の中越大地震のボラ
ンティアで小千谷市に来たのが最初です。今回、気持ちを新たにし、
辻又地区において、地元の人と話をしながら地域に合せた形で地域お
こしに関わっていきたいと思います。3年間の協力隊だけで終わるの
ではなく、何らかの形でここに残ることを考えています」と、決意を語りました。
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　例年にない少雪の冬となりそうです。
災害をもたらす大雪も困りますが、これ

ほど積雪がないと地域経済や雪まつりなどのイベント、ス
ペシャルオリンピックスなどのスポーツ大会への影響が心
配されます。
　気候変動の影響もあるでしょうが、四季の移り変わりを
感じられる南魚沼において、冬季に真っ白に染まる大地な
ど、季節ごとの美しい景色がいつまでも見られることを願
います。
　そして子どもたちがスキー場で遊び、冬の祭りなどを楽
しんだことを、故郷の記憶として持ち続け、将来この地に
住み続ける人もそうでない人も、次世代に伝えていってほ
しいと思います。� （秘書広報室　阿部）　

編集後記

今月の表紙 　1月10日㈰、寺尾地区で開催された寺尾七
尊観世音裸押合祭。一時は途絶えていた祭りを平成4年に
復活させ、4年に一度開催しています。この祭りでは、婿の
胴上げも行われます。「婿来い、婿来い」という威勢のよい
掛け声とともに、4年間で結婚したお婿さんが次々と宙を舞
いました。

日にち 行事名・時間・会場など

6日㈯
第66回 南魚沼市雪まつり	
12：00 ～ 21：00　魚野川河川敷特設会場

7日㈰
第66回 南魚沼市雪まつり	
10：00 ～ 15：00　魚野川河川敷特設会場　

9日㈫
第4回「親子サロン」
10：00 ～ 11：30　市民会館 ホワイエ

13日㈯
第６回スペシャルオリンピックス日本
冬季ナショナルゲーム・新潟
9：30 ～ 15：50　五日町スキー場

14日㈰
第６回スペシャルオリンピックス日本
冬季ナショナルゲーム・新潟
9：00 ～ 14：30　五日町スキー場

18日㈭
若者支援「コミュニケーション・セミナー」
14：00 ～ 15：30� 子ども・若者育成支援センター 2階 音楽室

20日㈯

読書のつどい『すてきなスイーツ』
14：00 ～ 15：30　図書館 多目的室

第32回 しおざわ雪譜まつり
12：30 ～ 20：30　ふれあい広場（主会場）

21日㈰
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00 ～ 15：00　エフエム雪国

25日㈭

第２回農業委員会総会
9：30 ～　大和庁舎３階 旧議場

生活習慣病予防 健康相談・血圧測定
14：00 ～ 15：00　図書館 ボランティア室

26日㈮

第5回「親子サロン」
10：00 ～ 11：30　市民会館 ホワイエ

乳幼児親子おはなしの会 えほんであ
そぼ『おひなさまをつくろう！』
10：00 ～ 11：30　大和公民館

2016 February CALENDAR2月のカレンダー

行政
困りごと
相談

2月 8日㈪　13：30 ～ 15：30　�働く婦人の家〔浦佐〕
2月16日㈫　13：30 ～ 16：00　�塩沢老人福祉センター
2月18日㈭　13：30 ～ 15：30　��本庁舎
【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育児
相談」などに利用ください。
◦対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
◦時間　9：30～15：30　各地区★印の会場で開催します。

★大和会場　大和庁舎（3F）
　毎週 月・火・木曜日
　◦2月18日㈭　11：00～
　　支援講座「エプロンシアター」講師：保育士

★六日町会場　ふれ愛支援センター（2F）
　毎週 月～土曜日
　◦2月12日㈮　11：00～
　　支援講座「エプロンシアター」講師：保育士

★塩沢会場　塩沢庁舎（北棟2F）
　毎週 火・水・金曜日
　◦2月10日㈬　11：00～
　　支援講座「エプロンシアター」講師：保育士

　どの会場にも参加できます。予約は不要です
　保険料として1人10円をお願いします

【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

ほのぼの広場

救急医療のかかり方
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
◆南魚沼市民病院　☎788－1222
◆魚沼基幹病院　☎777－3200
◆齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
② 指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診ください。
・�スタッフの状況などで、症状に応じて他の医療機関

を案内する場合があります。
・�緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順

番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
・�休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、

できるだけ通常の診療時間内に受診ください。
◆新潟県『小児救急医療電話相談』
　（☎025－288－2525）（＃8000でも可）
　夜間に子どもの具合が悪くなったとき（発熱、嘔吐、
下痢など）に利用ください。（毎日19：00 ～ 23：00）
【問合せ】医療対策室　☎775－7731

救 急医 療

市民の動き
（平成27年12月末日現在）

◦人口 58,907人（先月比 －43）
◦男 28,805人（先月比 －20）� ◦女 30,102人（先月比 －23）
◦世帯数 19,802戸（先月比 －17）


